
「新たな価値のある商品をつくりたい！」
「新規事業として自社商品を販売したい！」
浜松地域でも近年、新たなビジネスの柱として
の「自社商品開発」に注目が集まっています。
セミナーを通じて、どんな価値のある商品を、ど
う企画し、どう売るかを皆様と一緒に考えていき
たいと思います。

主催：浜松地域イノベーション推進機構、浜松市　共催：静岡文化芸術大学、ＣＲＰ研究会、浜名湖国際頭脳センター（予定）
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対 象

講 師

呉竹荘 2階 「蓬莱の間」（浜松市中区東伊場1-1-26）

・少ない経営資源を最大活用して商品開発がしたい！
・自社技術を活用して商品開発がしたい！
・デザイナーと協業で商品企画・販売がしたい！
・クラウドファンディングに興味がある！

株式会社enmono  代表取締役 /三木 康司 氏
ライトイア合同会社 代表社員 /大和 誠 氏
株式会社高田製作所 常務取締役 /高田 晃一 氏

参加費無料
交流会 500 円

50名定
員

14時ー17時50分



14:00-15:20 「企画から販売までをデザインする ～マイクロモノづくりでワクワクする自社商品開発を！～」
株式会社 enmono 代表取締役／三木 康司 氏

下記参加申込書に必要事項をご記入の上、E-mailまたはFAXにてお申込み下さい。

平成27年5月11日（火）

会 社 名

住 所

電 話

氏 名

所属・役職

E - m a i l

〒　　　　-

FA X

5月14日（木）  企画から販売まで一気通貫のものづくり！

お問合せ・お申込み

交流会 参加  ・  不参加

公益財団法人 浜松地域イノベーション推進機構 新技術開発グループ

公益財団法人 浜松地域イノベーション推進機構／デザインマネジメント事業

　

担当／西野・金原・神谷

T E L

F A X

053-489-8111
053-450-2100 kamiya-m@hai.or.jp

http://www.hai.or.jp/
申込期限

個人情報保護に関する注意事項 申込書にご記入いただいた個人情報は、主催者の事業等に関する情報や参加者募集の案内等の範囲内で利用または提供いたします。
個人情報は取扱目的以外に利用したり、第三者に提供することはありません。

会社

参加者

自社商品開発を行い、クラウドファンディングを活用して広く告知
する方法として、「マイクロモノづくり」という考えをご紹介させて
いただきます。「マイクロモノづくり」は中小企業の少ない経営資
源を最大限に活用しつつ商品開発を行い、本業の売上を伸ばす
ために開発された手法です。マイクロモノづくりでは「クラウドファ
ンディング」というツールを有効活用することで、資金調達だけ
ではなくプロジェクトの協力者を集めることが出来ます。

大学卒業後、富士通株式会社に入社し海外営業で経験を積む。社
会人として、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）にて政策・
メディア修士号を取得、博士課程単位取得退学。その後、中小製
造業支援ベンチャーの株式会社ＮＣネットワークに入社。ＩＴ担当役員を経て、2009 年に
株式会社 enmono として独立・起業する。創業以来、誰もがメーカーになれる、「マイク
ロモノづくり」の概念を提案しながら、中小製造業の自社製品開発支援に携わっている。
2012年、中小企業の自社製品開発のセミナーzenschoolを開催。卒業生は40名を超える。
2013 年に中小企業に特化したクラウドファンディングサイトzenmono を立ち上げた。

E-mail

W E B

講演❶

15:30-16:10 「クラウドファンディングを活用したピロースピーカーの製品化」
ライト・イア合同会社 代表社員／大和 誠 氏

クラウドファンディングを利用したことで何が起きたか。単に資金
集めにとどまらないプロジェクト全体の推進に好影響を与える、ク
ラウドファンディングについて体験談をお伝えします。

電子楽器メーカーを早期退職し、2007 年にライト・イア合同会社
を設立。平面スピーカーを素材としたアプリケーション開発、アイ
デア提供、システム提案等を手掛け、音楽文化の振興と、あらゆ
る再生音の質の改善を目的として幅広く活動している。

講演❷

16:20-17:50 「いま目の前にある技術を応用した発展的なものづくりの切り口。～伝統品技術の挑戦と事例～」
株式会社高田製作所 常務取締役／高田 晃一 氏

宝塚造形大学プロダクトデザイン学科卒。高岡銅器の鋳物技術と、富山の基幹産業であるアルミを応用し、2004 年から業界に先
駆けてイタリアミラノサローネに単独出展。現在兄弟会社タカタレムノスと二人三脚で、ドイツアンビエンテに連続出展し、2013 年
12 月東京文京区に共同ショールームを構えている。イベントを通して商品だけでなく技術や地域資源のPR を開始。
門前仲町成田山不動堂の梵字壁を下請け製造するなど、日本から世界まで幅広く独自技術を展開している。

講演❸

18:00-19:00 交流会（ノンアルコール） ※交流会費500 円


